
岐阜県ボランティア・市民活動フォーラム２０２５ｉｎ中濃 開催要項 
 

１ 趣   旨 

近年、少子高齢化の進展や単身世帯の増加、地域のつながりの希薄化など、地域社会を取り巻く

課題は複雑化・多様化しています。その中で、公的サービスとともに地域を支える存在として、ボラ

ンティア・市民活動の役割の重要性はますます高まっています。 

本フォーラムでは、各地域の実践や経験を共有し、一人ひとりの活動や思いが地域の誰かの“し

あわせ”につながっていると実感することで、今後の活動のやりがいや喜びにつなげていただくこ

とを目的に開催します。 

 

２ テ ー マ   Happiness！ ～あなたの〇〇が地域を“しあわせ”にする～ 

 

３ 主  催   社会福祉法人 岐阜県社会福祉協議会 

 

４ 共  催   関市社会福祉協議会、美濃市社会福祉協議会、美濃加茂市社会福祉協議会、 

（予 定）   可児市社会福祉協議会、郡上市社会福祉協議会、坂祝町社会福祉協議会、 

富加町社会福祉協議会、川辺町社会福祉協議会、七宗町社会福祉協議会、 

八百津町社会福祉協議会、白川町社会福祉協議会、東白川村社会福祉協議会、 

御嵩町社会福祉協議会 

 

５ 協  力   岐阜県ボランティア・市民活動フォーラム２０２５ｉｎ中濃 企画・運営委員会 

 

６ 後  援   岐阜県教育委員会 

（予 定）   可児市、可児市教育委員会 

 

７ 期  日   令和７年１１月５日（水） １３：００～１６：００  

 

８ 会  場   可児市文化創造センターala 小劇場他 

〒509-0203 可児市下恵土 3433-139 TEL：0574-60-3311 

 

９ 参加対象   ボランティア・市民活動者、社会福祉協議会職員、NPO、中間支援組織、協同組合、 

教育・青少年団体、ボランティア受入施設・団体、企業・労働組合、市町村の NPO 

住民活動担当課職員、ボランティア活動に関心のある方等 

 

10 定  員  ２７０名（定員に達し次第、締め切ります） 

 

11 参 加 費  無 料 

 

12 参加申込  下記のいずれかの方法でお申し込みください。 

① 市町村社協は、参加者をとりまとめ、別紙参加申込書に必要事項をご記入の

上、１０月１７日（金）までに、岐阜県社会福祉協議会あてお申し込みくだ

さい。 

②  個別で申し込まれる場合は、Google フォームより、お申し込みください。 

⇒【申込フォーム】https://forms.gle/sFEvZ1YzU31uKtuCA 

※右記 2次元コードからもアクセス可能です。 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/sFEvZ1YzU31uKtuCA


13 内  容    １２：３０～１３：００  受付 

１３：００～１３：１５  開会 

１３：１５～１４：１５  全体会（講演） 

「 地域を笑顔に、ボランティア大集合！ 

～無理せず、“しあわせ”届けましょう～ 」 

                         講師 夢こらぼ 主宰 松尾 やよい 氏 

１４：１５～１４：３０  移動・休憩 

１４：３０～１６：００  分科会（３分科会） 

１６：００        閉会 

 

分 科 会  【１４：３０～１６：００】   ※３分科会のうち、いずれかをお選びください。 

第
１
分
科
会
（
助
け
合
い
） 

テーマ 

日常のちょっとした困りごとに寄りそう、小さな助け合い 

～「やりがい」と「笑顔」を分かち合う！ 

『ありがとう』があふれる地域づくりのために～ 

趣旨 

 高齢化や単身世帯の増加、地域のつながりの希薄化などにより、日常のちょ

っとした困りごとを支える生活支援サービスの必要性は、ますます高まってい

ます。 

 本分科会では、こうした状況の中で活動しているボランティアの方々が感じ

ている「やりがい」や「楽しさ」などを共有することで、活動への理解や関心を

深め、参加のきっかけや継続につなげていくことを目指します。 

発表者 

ちょこっと支え合いサポーター（御嵩町） 代  表 石渡  光子  さん 

副代表  森   勝彦  さん 

副代表 金子 まさ子 さん 

ちょっとした手助けサポーター（川辺町） 会 長 古田 二三男 さん 

副会長 小栗 知恵子 さん 

第
２
分
科
会
（
災
害
） 

テーマ あなたの得意が復興の力に！ ～自分にできる被災地支援を考えよう～ 

趣旨 

 災害発生時には、被災地の支援が多方面で展開されます。その中の一つであ

る災害時のボランティア活動は、被災地に出向いたり、特別な技術が必要なも

のばかりではありません。 

 本分科会では、平時の得意な活動が被災地支援につながった実践発表から、

災害時のボランティア活動への関心を高めるとともに、自分にできる被災地支

援を考えます。 

発表者 
コミュニティサポートスクエアわをん（岐阜市） 代表 杉浦 陽之助 さん 

静岡県富士市社会福祉協議会          職員 加藤  慎也 さん 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ みえ防災市民会議               議長 山本  康史 さん 

第
３
分
科
会
（
福
祉
共
育
） 

テーマ みんなが主役！ ～子ども食堂からつながる地域の輪～ 

趣旨 

 本分科会では、子どもも大人も、それぞれが地域と関わりながら、お互いに学

びあい・気づきあうことの大切さを考えます。 

 地域の課題を“自分ごと”として捉え、みんなで動くことで、誰もが暮らしや

すい地域づくりが実現します。 

 今回は、地域の子ども食堂で生まれている“新しい力”の実践発表を聞きなが

ら、活動のやりがいや新たな視点の発見を目指します。 

発表者 

いきいき桜のつどい（可児市）      代 表 佐藤 裕美子 さん 

                    活動者 小島  栄理  さん 

Share living 日和 こども食堂（白川町）  代 表 尾関   幸   さん 

 

 



14 会場案内  可児市文化創造センターala 〒509-0203 可児市下恵土 3433-139 

        （経路マップ等は各自ご確認ください。） 

【公共交通機関】 

〇名鉄 日本ライン今渡駅下車【タクシー5分、徒歩 10 分】 

〇JR 可児駅下車【タクシー10分、徒歩 30 分】 

〇可児市コミュニティバス（さつきバス）中心循環線 創造センター下車 

【自家用車】 

〇東海環状自動車道 美濃加茂 ICから国道 41号経由で 16分 

〇東海環状自動車道 可児御嵩 ICから約 10 分 

 

15 駐 車 場 

可能なかぎり自家用車の乗り合わせや、市町村単位でマイクロバス等によりご来場くだ

さい。なお、自家用車やマイクロバスでお越しの方は別添駐車場図をご参照ください。 

バス専用の駐車場はございませんが、一般駐車場に停めていただいて構いません。 

 

16 そ の 他 

 ・午後からの開始となりますので、昼食の斡旋はありません。 

・参加分科会と分科会会場については、参加申込締切後に本会にて参加者の参加分科会を調

整したうえでお知らせします。ご希望に添えない場合もございますので、ご了承くださ

い。 

・台風等の災害や不測の事態で事業を中止する場合は、本会ホームページに掲載いたします

ので、前日及び当日に本会ホームページで確認してください。 

・本フォーラムの参加申込受付を通じて取得した個人情報については、本フォーラムの運営

に関する業務以外の目的には使用しません。 

・開会前（12：00～）と休憩時間（14：15～14：30）等にセルプ商品の販売を行います。ぜ

ひ、お買い求めください。 

 

 

17 問合せ先 

社会福祉法人岐阜県社会福祉協議会 

総務企画部 地域福祉・ボランティア担当 （担当：飯田） 

〒500-8385 岐阜市下奈良 2-2-1 岐阜県福祉農業会館内 

TEL：058-274-2940 ・ 058-201-1546 ／ FAX：058-274-2945 

 
 

 


